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【経営理念】

全社員の物心両面の幸福を追求し、お客様に最高の製品を提供します

そして企業価値を高め、地域の進歩発展に貢献します

【環境経営方針】

（1）次の事項に関して目標を掲げ計画的に進めます

① 二酸化炭素排出量の削減

・ 機械、照明、空調設備の効率的な運用に努めます

・ 電気使用量を把握し、削減に努めます

② 廃棄物排出量の削減

・ 廃棄物の削減および適正処理、リサイクルに努めます

③ 水使用量の削減

・ 節水を呼びかけ、水使用量の削減に努めます

④ 化学物質使用量の削減

・ 化学物質の適正使用に努めます

（2）環境関連の法規・条例を遵守します

（3）環境経営の継続的改善に努めます

（4）環境経営方針は全社員に周知し、一般にも公表します

2009年8月27日 制定

2011年4月 2日 改定1版

2024年6月 2日 改定2版

株式会社　伍葉精機
代表取締役　杉山　健

環　境　経　営　方　針



1） 事業所および代表者
： 株式会社 伍葉精機
： 代表取締役 杉山 健

2） 所在地および連絡先
【本社】 所在地 ： 〒431-0422

静岡県湖西市岡崎1448-10
連絡先 ： TEL （053）577-0336

FAX （053）577-0260
E-mail  main@goyoseiki.jp
HP https://www.goyoseiki.jp

3） 環境管理責任者および担当者
： 代表取締役 杉山 健
： 生産管理課長 西川 守
： 総務部長 加藤 弘
： 生産管理部長 神藤 康博

工場長 有田 裕二

4） 事業内容
精密機械部品製造業

コレットチャック製造
治工具製造 等

5） 対象範囲
全組織・全社員を対象とし、全社的に取り組む

6） 事業規模
2023年 2022年 2021年 2020年 2019年

百万円 339 287 280 242 360
㎡ 2,333 2,333 2,333 2,333 2,333
人 31 30 30 31 35

7） 沿革
創業 ： 1968年10月 有限会社伍葉精機製作所 創業
設立 ： 1972年4月 株式会社伍葉精機 設立
増資 ： 1991年10月 資本金1,850万円に増資する

： 2015年3月 第1太陽光発電所を設置
： 2017年7月 第2太陽光発電所を設置

事 業 概 要

製品出荷額
床面積
従業員数

事業所名
代表者

最高責任者
環境管理責任者

事務局
推進委員

mailto:main@goyoseiki.jp
https://www.goyoseiki.jp


環境経営マネージメントを効果的に実施するため、役割・責任及び権限を下記の通り定める。

【最高責任者】
・ 環境経営方針の策定

代表取締役社長 杉山健 ・ EC21の経営環境資源の確保
・ 管理責任者の任命、実施体制の確認
・ EC21全体の評価と見直し

【環境管理責任者】
・ 経営者の代行

生産管理課長 西川守 ・ EA21のシステム責任者
・ 環境負荷と活動状況の把握と評価
・ 環境関連法規等取りまとめ、および順守状況の確認
・ 取組状況のの確認および是正・予防
・ 緊急事態への準備・対応・指示

【事務局・推進委員】
・ 外部環境コミュニケーションの窓口

総務部長 加藤弘 ・ 規定・文書作成および管理
工場長  有田裕二 ・ 環境計画のデータ管理
管理課長 神藤康博 ・ 環境管理責任者の補助
営業   杉山成美 ・ 部門の計画立案と実施

・ 環境教育の実施
・ 環境目標および計画の取りまとめ
・ 環境経営レポートの取りまとめ

【全社員】
・ 環境計画の実施

エコアクション21実施体制



【Ⅰ】 二酸化炭素排出量の削減 今後の対応評価
1）電力購入量の削減 〇継続 ◎強化 ●見直し

3）環境負荷の低減

【Ⅱ】 廃棄物排出量の削減

【Ⅲ】 水使用量の削減

【Ⅳ】 その他

活動内容 結果と評価 今後の対応
ソーラーパネルの定期清掃 ・パネルの清掃及び周辺の草取り 〇

環境経営活動計画内容と結果及び評価
管理者確認印

・現場に不要な物を持ち込まないよう意識出来た。
・以前より意識してもらえているようです。
・エコに対する意識が高まった。

◎
〇
〇

〇
◎
〇

・一層徹底出来たと思います。
・使えそうな梱包材の再利用が多くなった。
・徹底している。

◎

◎
〇

・エコ運転掲示板で提示。安全運転意識。
・意識の定着を徹底している。

〇
〇
〇
〇
◎

活動内容 結果と評価 今後の対応

・点検の実施とコンプレッサー保守簿の記入。
・フィルターと室外機の清掃を行う。
・適正な室温湿度管理で試行運転中。

アイドリングストップの敢行

エアコンフィルターの定期清掃
コンプレッサーのエア漏れ確認
節電ステッカーによる意識付け
ブラインドによる太陽光の遮光取入

活動内容

活動内容 結果と評価 今後の対応

〇
〇

・通常使用は、こまめにﾁｪｯｸ。
・意識の定着がみられる。節水の徹底

水道蛇口の漏水チェック

社員への環境教育
標語・ステッカーによる呼びかけ
整理整頓し、不要なものを片付ける

冷暖房温度(室内温度)の見直し

急発進・急停止をしないエコ運転

廃棄物分別の徹底
クッション材・段ボール箱の再利用
コピー用紙の裏紙利用

2）エコ運転の徹底

結果と評価 今後の対応活動内容

結果と評価 今後の対応

・夏期の遮光断熱効果有り。
・意識の定着がみられる。効果あり。

昼休み・退社時の作業場内の消灯
不使用場所の消灯および減灯
省エネタイプに随時変更
未稼働機械設備の消灯

活動内容 結果と評価 今後の対応

・未稼働機械設備は、徹底して行った。
・LED照明、省エネタイプの製品を導入
・照明を消灯のまま作業。注意する。
・昼休み消灯、退社時の部分消灯の実施。

◎
〇
◎



【1】ガソリン月別管理 単位： L

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

0

200.5 234.5 181.1 195.2 203.0 248.3 168.3 295.5 196.2 126.5 222.1 195.2 2,466

26.6 59.6 25.9 36.4 29.0 16.4 194

504.8 387.6 296.1 468.1 502.8 447.6 439.4 337.7 547.6 433.8 373.4 452.2 5,191

731.9 681.7 503.1 699.7 705.8 695.9 636.7 633.2 760.2 560.3 595.5 647.4 7,851.4

426.9 381.8 474.7 569.5 580.3 670.0 666.1 574.6 639.5 422.3 524.5 382.6 6,313

171 179 106 123 122 104 96 110 119 133 114 169 124

【2】購入電力月別管理 単位： Kwh

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年　　間

16,167 17,275 21,371 26,266 25,875 25,173 16,620 15,927 18,570 21,350 22,604 23,201 250,399

22,925 14,908 14,785 18,116 18,515 22,087 16,919 23,230 20,676 19,803 18,472 18,180 228,616

71 116 145 145 140 114 98 69 90 108 122 128 110

【3】売却電力月別管理 単位： Kwh

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年　　間

7,092 6,343 5,607 6,529 7,669 6,139 5,410 5,644 4,345 5,374 4,955 5,678 70,785

6,376 6,567 5,104 6,193 7,023 5,479 4,674 4,400 2,948 3,604 4,955 4,663 61,986

13,468 12,910 10,711 12,722 14,692 11,618 10,084 10,044 7,293 8,978 9,910 10,341 132,771

14,023 16,425 12,656 9,111 15,228 11,496 9,307 10,295 7,474 9,251 8,631 10,652 134,549

96 79 85 140 96 101 108 98 98 97 115 97 99

実 績

環境経営目標の実績

石田商店

東海興産

ハイオク

レギュラー

ハイオク

レギュラー

前年度実績

前　年　比（％）

活動期間： 2023年4月～2024年3月

本年度実績

前年度実績

前　年　比(％)

本年度実績

前年度実績

前　年　比（％）

第1発電所
第2発電所

本年度実績
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　　　　事業年度：2023年4月～2024年3月

前年度

2022年度 2024年度 2025年度

目標率 - -1% 評価 -2% -3%

目標値 - 123,927 122,675 121,424

実績値 125,179 134,936 - -

目標値 - 224,046 221,783 219,520

実績値 226,309 116,436 - -

目標値 7,329 7,255 7,181

実績値 7,403 18,216 - -

目標値 - 931 921 912

実績値 940 1,260 - -

目標値 - 7,108 7,036 6,965

実績値 7,180 4,744 - -

目標値 - 18,018 17,836 17,654

実績値 18,200 14,200 - -

目標値 - 306 303 300

実績値 309 334 - -

※ 廃棄物排出量削減

金属くずと廃油は年間数回の回収で、単純に年度比較はできませんが削減に努めます。

※ 水使用量の削減

生活用水が主であるため使用量は少ないので、節水の周知徹底を行います。

排水量の把握が困難のため、投入量により把握する。

※ 排出係数は’23年度より日本テクノ（株）の実績排出係数０．465を使用しております。

※ 化学物質使用量の削減に努めます

※ 社用車を、ハイブリッド車や低燃費車等の低公害車への切り換えに取り組んでいます。

※ 2017年度より軽油を使用しない為削除。

㎥

二酸化炭素排出量削減（省エネルギー）

環境経営目標項目 単位

㎏-CO2

△

Kwh ◎

車輌燃料の削減（ガソリン） L △

今期実績 中期目標

2023年度

環境経営目標とその実績

環境経営目標値・実績

廃棄物削減・リサイクル推進

水使用量の削減

排水量削減（節水）

金属くず ㎏ ◎

廃油 L ◎

紙類（その他の紙）の削減 △㎏

〇

電力使用料の削減



【1】 違反・訴訟の有無
関連法規等の違反・訴訟はありませんでした。
また、関連当局・近隣からの指摘・苦情等も過去3年間ありません。

【2】 当社に適用となる主な関連法規
関連法規等の遵守状況は下記の通りです。

簡易点検 2024.2 適合

騒音および振動の特定施設の届出 2024.2 適合

(2024年8月20日現在）

静岡県生活環境の保全等に関
する条例

ﾌﾛﾝ排出抑制法

消防法 法9の3 貯蔵及び貯蔵施設の許可や届出 2011.12 適合

環境基本法 8条 産廃物の適正処理及び環境負荷の低減 2012.6 適合

法5 施設の設置、変更及び廃止の届出 2011.12 適合

法11 定期点検の実施 2011.12 適合
浄化槽法

法5 基準値の遵守 2011.12 適合

法6 特定施設の設置の届出、変更 2011.12 適合
振動規制法

法5 規制値の遵守 2011.12 適合

法6 特定施設の設置の届出、変更 2011.12 適合
騒音規制法

法12の2 廃棄物の飛散､流出､地下浸透の防止

環境関連法規等の遵守状況の確認および評価

遵守状況改定ﾁｪｯｸ法規制名 条項 内容

廃棄物処理法

静岡県産業廃棄
物の適正な処理
に関する条例

2012.5 適合

管理者
確認印

条例10条 産業廃棄物処理の委託先確認視察 2011.3 適合

法12の3 産業廃棄物管理票の交付と管理 2012.5 適合

法12の6 産業廃棄物の保管場所の表示義務 2012.5

適合2002.12第一種指定化学物質の届出義務法2（5）PRTR法

法12の2 産業廃棄物の適正な委託契約 2012.5 適合

適合



【避難訓練】
地震が発生もしくは地震速報が届いた時は、機械の緊急停止ボタンを押して身の安全を確保する。
また、揺れが収まったら外に集合し安否確認を行う。
非常時に備え、非常食の管理、避難経路や危険箇所がないか訓練にて確認しました。

【事業継続計画（BCP）】
BCPを2014年5月に取得。
災害や事故など不測の事態を想定して、事業継続の視点から対策案をまとめたもの。
危機発生の際、重要業務への影響を最小限に抑え、出来るだけ早く復旧・再開できるよう
予め策定しておく行動計画。年度初めに内容確認を行いました。

【安否確認訓練】
社外にて大災害（おもに地震）が発生した想定で、Biz安否確認を送信。
社員は専用アプリにて被害状況・出勤の可否等の状況を返信。
安否確認を配信後、24時間経過しても連絡が無い場合は個別に再確認。
全員の返信を確認する訓練を年3回実施しました。

【ドラム缶転倒時訓練】
ドラム缶転倒時の対処手順を元に説明会を実施しました。

緊急事態への準備および対応



作成日
【1】個別評価

【2】見直しおよび変更指示

【3】抱負

株式会社 伍葉精機
代表取締役 杉山 健

項 目 改定の要否

環境経営方針 否

評 価
変更の必要なし。

その他

環境経営システム

環境経営活動計画

環境経営目標

否

否

否

否

代表者による全体の評価および見直し
2024年8月31日

思います。BCP安否確認訓練を年3回実施。
朝礼時に家庭でも出来るエコ活動を呼びかけていきたいと

項 目 評 価

新法、改正等に注意したい。
曖昧な所もチェック出来ました。
今後は、課題を改善し目標設定したい。
目標は、一部達成出来た。
考えて取り組んでいる。
課題とチャンスの項目で社内の取り組みは不良削減を重点に
今後数値分析を進めたい。
環境負荷を数値で捉えられた。

苦情等ありませんでした。

EC21関連文書および記録の管理状況

環境負荷自己チェック

環境取組自己チェック

環境経営目標達成状況

環境関連法規等の遵守

教育・訓練の実施状況

内部・外部コミュニケーションの状況

事務所にまとめて管理しています。
関連書類が再チェックされました。

分からない作業の分散化、見える化を行い人手不足に対応しました。
発注もれ、品番や数量違いなど人為的ミスの削減、棚卸作業の簡略化など今迄その人でなければ
技術を繋ぎ省人化に努めました。また、工具管理システムを導入し工具・消耗品等の見える化
経営上の課題である人材不足と技能伝承のため、NC研磨機を導入し数値化、自動化を行いこれからの
依然として材料の高騰、エネルギー価格の高騰に見舞われ環境経営に影響を及ぼしました。

夏季の電力増加に伴い、エアコンの温度管理を行う。
が立てにくい。次年度も変更せずに観察し、分析する。
ここ数年の経済状況の変化が大きすぎるため、的確な目標
さらなる取組に心がける。

システムの定着を図る。
変更の必要なし。
来期も一層工夫する。


